
この表示の意味を守らないと死亡、又は重傷に
至る可能性が想定される場合を示しています。

この表示の意味を守らないと傷害、又は物的
損害の発生が想定される場合を示しています。

シンボルマークの意味 本書では正しい取り扱いに関する重要な事項を下記のシンボルマークで表示しております。
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要点
作業には、車輌専用の２柱リフトを使用して下さい。やむを得ずガレージジャッキを使う場合は、地面の沈まない固く水平な場所で
リジッドラック (通称うま )を併用して下さい。
サスペンションスプリングの脱着は必ずスプリングコンプレッサーをお使い下さい。
スプリングコンプレッサーを使用する場合の締め付け、および取り外しは、必ず左右均等に行って下さい。

［取り付け時の警告および注意］
サスペンションスプリングの交換は、車両下での作業が多いためジャッキアップした車両が不安定ですと大変危険です。
また、専門外の方が作業をすることは、大変危険ですから絶対にしないで下さい。専門の整備士の方でも、サービスマ
ニュアル (整備書 )を充分理解した上で、慎重に作業を行って下さい。

車載ジャッキのみでの作業は絶対にしないで下さい。確実なジャッキアップが難しく、ジャッキが外れた場合、重傷を負ったり死亡
する危険があります。

スプリングコンプレッサーを使わずにサスペンションスプリングを外そうとすると、スプリングに荷重が掛かっているためアッパー
マウント部やショックアブソーバーが、スプリングの力によって飛び出し、大怪我をする危険があります。

車輌によってはブレーキ関係のパーツを一旦取り外す必要があります。ブレーキ等の部品を損傷しないよう、充分な注意を払って、
慎重に作業を行って下さい。

ロアアーム、ショックアブソーバー、スタビライザー等の締め付けは、空車荷重を掛けて行って下さい。 (詳細は整備書を参照 )また、
作業完了後には必ずホイールアライメントを調整して下さい。 (少なくともトー調整は、行ってください。 )繰安性が安定しないまま
走行しますと、大変危険です。調整を行なわないとタイヤの偏摩耗を起こす原因となります。タイヤの偏摩耗は、保証の対象外です。
車輌にあっていないワイドタイヤ及びワイドホイール等で、タイヤとフェンダーとの接触による損傷についても保証の対象外となり
ます。車輌に合わせてホイール及びタイヤを取り付けて下さい。

割ピン等の交換パーツは、再使用せずに必ず新品と交換して下さい。

アッパーマウントにベアリングが入っている場合は、必ずグリスアップし、無理のないように組み付けて下さい。無理な組み付けを
しますと、ステアリングを切ったときに異音が発生する原因になります。

取り付けは確実に行って下さい。また、走行中にネジ部等が緩まないよう、トルクレンチを使って所定トルクで確実に締め付けて下さい。

スプリングの刻印は、Σβ刻印の中には、Σβ180R(F)の次に4WD、V6等の刻印がある場合があります。車種によっては、4WDの刻印の
スプリングを２ＷＤ車に取り付ける場合があります。予め御了承下さい。

180Fがフロントスプリング。Σβ180Rがリヤスプリングです。尚、スプリングの上下は、刻印の上下と同一です。
確認の上、取り付けて下さい。

［改造自動車の届出について］

リーフスプリング交換は、緩衝装置の懸架方式の変更にあたり改造自動車等の範囲となる為、構造等変更検査が必要
となります。届出は、届出者から当該改造内容について届出を得る事により、改造自動車等の保安基準への適合性の
確認を効率的に行うとともに構造等変更検査業務の円滑化を図る事を目的する書類です。

届出に必要とされる書類については、お近くの各陸運支局の車両課へ問い合わせ願います。改造自動車等の届出は、
原則として改造自動車等の製作者または、施工者等となっております。当社での届出書類の作成は、出来かねます。
予めご了承ください。

1.改造自動車等届出書       （各陸運支局に用意されています。）
2.改造概要等説明書         （取り扱い説明書や当該車両の写真を使用して作成します。） 
3.外観図                   （車両３面図などは、ディーラー等にある解説書を流用して作成します。） 
4.改造部分詳細図           （取り扱い説明書及び付属の図面にて作成します。） 
5.強度検討書               （付属の強度検討書及び図面にて作成します。）

上記以外の書類が必要とされる場合は、ご連絡願います。

警告

注意

［届出に必要とされる書類］



取り付け手順

２．ノーマルリーフスプリングをサービスマニュアルに沿って取り外します。

４．リーフスプリングを純正ボルト、ナットを使用して
　　純正パーツ同様に取り付けます。

３．リーフスプリングには前後があります。
　　前後を間違えないよう右図を参考にご確認下さい。

５．純正Ｕボルトを使用してホーシングにリーフスプリングを固定します。

※Ｕボルトは取外した時点で幅が広がる事があります。
　Ｕボルトマウントの穴ピッチに合うようにＵボルトの幅を調整してください。

６．Ｕボルトマウントにサスペンション下部を取り付け、
　　パーキングブレーキのガイドを固定します。

７．右側も左側同様に取り付けます。

１．パーキングプレーキケーブルのガイドを取り外します。

フロント側 リア側

※リーフスプリングを取り外すとホーシング部が固定されなくなります。

取り外す場合は必ずホーシング部をジャッキなどで下がらないよう固定
してください。

※リーフスプリングを取り付ける際はリーフスプリング
　の出張りがホーシングの穴に入るように取り付けてく
　ださい。

ピボット側

シャックル側

ピボット側／シャックル側　純正ボルト締め付けトルク
　　　　　　　　　　　９５Ｎ・ｍ（９．５ｋｇｆ・ｍ）

純正ナット締め付けトルク９５Ｎ・ｍ（９．５ｋｇｆ・ｍ）

取り付けは確実に行って下さい。また、走行中にネジ部等が緩まないように、規定トルクにて確実に締め付けて下さい。

 

取り付け後、約１００km走行しましたら、各部を点検してネジ部の増し締めを行って下さい。その後は約５００km毎に必ず点検し、
同様の増し締めを行って下さい。

 

 
走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所の点検を行って下さい。

 

〒448-0001　愛知県刈谷市井ヶ谷町桜島５
TEL 0566-36-0456 
FAX 0566-36-0515

http://www.plotonline.com/dcuatro

　この度は当社製品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。製品には万全を期していますが、万一不良などございましたらお手数をお掛け致しますが、弊社
までご連絡頂きますよう宜しくお願い申し上げます。また製品に関するご不明な点や御質問等がございましたらお気軽に当社までお問い合わせ下さい。
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